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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成21年8月20日(2009.8.20)

【公開番号】特開2008-16516(P2008-16516A)
【公開日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-003
【出願番号】特願2006-183851(P2006-183851)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/027    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/30    ５１５Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月3日(2009.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板を露光する露光装置であって、
　照明光で原版を照明する照明光学系と、
　前記原版のパターンを基板に投影する投影光学系とを備え、
　前記照明光は、互いに直交する主偏光成分及び副偏光成分を含み、
　前記照明光学系は、前記主偏光成分の方向を変えることなく前記主偏光成分と前記副偏
光成分との間の位相差を連続的に調整する機能を有する位相差調整ユニットを含む、
　ことを特徴とする露光装置。
【請求項２】
　前記位相差調整ユニットは、一軸性結晶で構成された位相差調整板を含み、前記位相差
調整板の主面と前記照明光学系の光軸とのなす角を調整することが可能であることを特徴
とする請求項１に記載の露光装置。
【請求項３】
　前記位相差調整ユニットは、前記位相差調整板を前記照明光学系の光軸に直交する軸の
回りで回転させるアクチュエータを更に含むことを特徴とする請求項２に記載の露光装置
。
【請求項４】
　前記位相差調整ユニットは、ソレイユ補正器を含むことを特徴とする請求項１に記載の
露光装置。
【請求項５】
　前記ソレイユ補正器は、２枚の楔を含み、前記位相差調整ユニットは、前記照明光学系
の光軸方向における前記２つの楔の合計の厚さを変更するアクチュエータを更に含むこと
を特徴とする請求項４に記載の露光装置。
【請求項６】
　前記照明光の主偏光成分の光量をＩｍ、前記照明光の副偏光成分の光量をＩｓ、原版上
における前記主偏光成分と前記副偏光成分との間の位相差をφ、前記投影光学系のリタデ
ーション量をθとし、（Ｉｍ／（Ｉｍ＋Ｉｓ））をＲｏＰとしたときに、（１）式を満た
す、



(2) JP 2008-16516 A5 2009.8.20

【数１】

　・・・（１）
　ことを特徴とする請求項１に記載の露光装置。
【請求項７】
　前記原版上における偏光状態を計測する計測ユニットと、
　前記計測ユニットによる計測結果に基づいて前記位相差調整ユニットを制御する位相差
制御ユニットを更に備えることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の露光
装置。
【請求項８】
　デバイス製造方法であって、
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の露光装置を使って基板を露光する工程と、
　前記基板を現像する工程と、
　を含むことを特徴とするデバイス製造方法。
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